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平成27年度予算可決 	 	 ❶
各常任委員会審査 	 	 ●₆
施政方針に対する質疑 	 	 ●₈
18人が一般質問で市政を問う 	 	 ●11

平成27年５月26日発行
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平成27年度一般会計予算

２，557億７千万円の使いみち
復興実感予算

◀予算審議を諮る
　安倍太郎議長

■平成27年度各種会計予算のあらまし
予算額
（千円）

前年度比
（％）

一般会計 255,770,000 12.8
復旧復興分 195,595,285 17.5
通常分 60,174,715 ▲0.2

特別会計 120,998,944 50.8

内
　
　
　
　
　
　
訳

土地取得 2,792,437 825.3
水産物地方卸売市場事業 493,132 166.9
下水道事業 58,688,127 126.1
漁業集落排水事業 25,642 ▲16.9
農業集落排水事業 498,057 ▲5.8
浄化槽整備事業 186,955 96.0
市街地開発事業 18,993,861 16.8
産業用地整備事業 1,930,485 ▲5.4
国民健康保険事業 23,087,829 9.8
後期高齢者医療 1,690,062 ▲0.8
介護保険事業 12,612,357 4.4
駐車場事業 0 皆減

病院事業会計 12,764,872 429.5
合　　　　　計 389,533,816 25.9

■平成27年度当初予算の主な事業
災害派遣職員関係費� 34億9660万円
自立支援給付費� 25億4749万円
児童手当費（扶助費）� 22億2577万円
生活保護各種扶助費� 24億1111万円
被災者住宅再建補助事業費� 81億3643万円
病院事業運営費（東日本大震災関係分）� 36億6413万円
石巻漁港荷捌き所施設整備事業費� 24億5167万円
（仮称）水産総合振興センター整備事業費� 15億7020万円
石巻工業港運河線街路整備事業費� 10億3470万円
（仮称）鎮守大橋整備事業費� 13億円　　　
復興公営住宅整備事業費� 528億5092万円
防災集団移転促進事業費� 409億7141万円
蛇田小学校屋内運動場改築事業費� 10億6380万円
学校給食センター建設事業費� 11億1715万円

その他
1,415.3（55.3%）国庫支出金

203.0（7.9%）

依存財源
977.5（38.2%）

自主財源
1,580.2
（61.8%）

地方交付税
475.7（18.6%）

県支出金96.9（3.8%） 市債167.2（6.5%）
譲与税・交付金34.7（1.4%）

市税164.9（6.4%）

歳入総額
2,558億円

土木費
1,501.3（58.7%）民生費310.0（12.1%）

総務費
138.7（5.4%）

衛生費
129.9（5.1%）

災害復旧費
124.6（4.9%）

教育費
116.4（4.6%）

農林水産業費
77.7（3.0%）

公債費70.3（2.8%）
消防費44.1（1.7%） 商工費29.3（1.1%）

労働費10.2（0.4%）
その他5.4（0.2%）

歳出総額
2,558億円

単位：億円



3

条　　例 （原案可決）

・石巻市被災市街地復興土地区画整理事業清算金基金
条例
・石巻市営住宅管理運営基金条例
・石巻市教育委員会教育長の勤務時間、休暇等及び職
務に専念する義務の特例に関する条例
・石巻市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準等を定める条例
・石巻市地域包括支援センターにおける包括的支援事
業の実施に係る人員等に関する基準を定める条例
・石巻市津波避難タワー設置条例
・石巻市防犯カメラの設置及び運用に関する条例
・石巻市職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例
・地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正
する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例
・石巻市農業委員会委員の選挙区及び定数に関する条
例の一部を改正する条例
・石巻市情報公開条例の一部を改正する条例
・石巻市行政手続条例の一部を改正する条例
・石巻市市税条例の一部を改正する条例
・石巻市手数料条例の一部を改正する条例
・石巻市公共物管理条例の一部を改正する条例
・石巻市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例
の一部を改正する条例
・石巻市立学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師
の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

・石巻市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例
・石巻市老人憩の家条例の一部を改正する条例
・石巻市デイサービスセンター条例の一部を改正する
条例
・石巻市在宅介護支援センター条例の一部を改正する
条例
・石巻市介護保険条例の一部を改正する条例
・石巻市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例
・石巻市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・石巻市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域
密着型介護予防サービス事業者の指定に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
・石巻市有機センター条例の一部を改正する条例
・石巻市道の駅「上品の郷」条例の一部を改正する条例
・石巻市都市公園条例の一部を改正する条例
・石巻市被災市街地復興土地区画整理事業施行に関す
る条例の一部を改正する条例
・石巻市道路占用料条例の一部を改正する条例
・石巻市建築基準等に関する条例の一部を改正する条例
・石巻市地区計画区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例
・石巻市特別用途地区建築条例の一部を改正する条例
・石巻市営住宅条例の一部を改正する条例
・石巻市消防団条例の一部を改正する条例

予 　 算 （原案可決）

・平成27年度石巻市一般会計予算
・平成27年度石巻市土地取得特別会計予算
・平成27年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計
予算
・平成27年度石巻市下水道事業特別会計予算
・平成27年度石巻市漁業集落排水事業特別会計予算
・平成27年度石巻市農業集落排水事業特別会計予算
・平成27年度石巻市浄化槽整備事業特別会計予算
・平成27年度石巻市市街地開発事業特別会計予算
・平成27年度石巻市産業用地整備事業特別会計予算
・平成27年度石巻市国民健康保険事業特別会計予算
・平成27年度石巻市後期高齢者医療特別会計予算
・平成27年度石巻市介護保険事業特別会計予算
・平成27年度石巻市病院事業会計予算
・平成26年度石巻市一般会計補正予算（第12・13号）
・平成26年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計
補正予算（第４号）
・平成26年度石巻市下水道事業特別会計補正予算（第６号）
・平成26年度石巻市漁業集落排水事業特別会計補正予
算（第４号）
・平成26年度石巻市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第４号）
・平成26年度石巻市市街地開発事業特別会計補正予算
（第８号）
・平成26年度石巻市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）

第１回定例会に提出された
議案と審議結果

　平成27年第１回定例会は、２月23日から３月25
日までの31日間にわたり開催され、市長の施政方針
演説とこれに対する各会派の代表質疑が行われた
ほか、平成27年度各種会計当初予算をはじめ、条例、
平成26年度各種会計補正予算、人事案件などの市
長提出議案117件及び議会提出議案１件が提出され
ました。審議の結果、すべて原案のとおり可決さ
れました。
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予 　 算 （原案可決）

・平成26年度石巻市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）
・平成26年度石巻市介護保険事業特別会計補正予算�
（第５号）
・平成26年度石巻市病院事業会計補正予算（第４号）
・平成27年度石巻市一般会計補正予算（第１号）
・平成27年度石巻市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
・平成27年度石巻市市街地開発事業特別会計補正予算
（第１号）

そ の 他 （原案可決）

・専決処分の報告並びにその承認を求めることについ
て（平成26年度石巻市一般会計補正予算）
・あらたに生じた土地の確認について
・町の区域を変更することについて
・市道路線の認定について
・市道路線の廃止について
・市道路線の変更について
・財産の取得の一部変更について
（（仮称）石巻市営大街道西二丁目復興住宅）
（（仮称）石巻市営中央一丁目復興住宅）
（（仮称）石巻市営大街道西一丁目復興住宅）
・財産の取得について
（（仮称）石巻市営新渡波Ｃ復興住宅）
（（仮称）石巻市営大浜復興住宅）
（（仮称）石巻市営熊沢復興住宅）
（（仮称）石巻市営名振復興住宅）
・財産の処分について
・工事請負の契約締結について
（石巻市総合運動公園造成（その３）工事）
（屋敷浜猪落線道路改良工事）
（（仮称）日和が丘一丁目団地復興公営住宅・寿楽荘
複合施設建設工事）
（（仮称）日和が丘一丁目団地復興公営住宅・寿楽荘
複合施設建設機械設備工事
（（仮称）石巻市水産総合振興センター建設工事）
（（仮称）石巻市水産総合振興センター建設電気設備工事）
（（仮称）石巻市水産総合振興センター建設機械設備工事）
（門脇中学校校舎耐震補強その他改修工事）
（二俣小学校校舎耐震補強その他改修工事）
（（仮称）石巻東学校給食センター建設電気設備工事）
（（仮称）石巻東学校給食センター建設機械設備（その
２）工事）
（23年災長面漁港海岸保全施設災害復旧（その１）工事）
（23年災十八成浜漁港海岸離岸堤災害復旧工事）

（23年災大須漁港ほか１漁港災害復旧工事）
（蛇田排水ポンプ場建設その１工事）
（災復26−２号東３処理分区汚水管渠（２工区）災害
復旧工事）
（災復26−３号東３処理分区汚水管渠（３工区）災害
復旧工事）
（災復30−２号東16処理分区汚水管渠（２工区）災害
復旧工事）
（災復30−３号東16処理分区汚水管渠（３工区）災害
復旧工事）
・工事請負契約の一部変更について
（水産物地方卸売市場牡鹿売場・牡鹿製氷冷蔵庫建
設工事）
（蛇田排水ポンプ場流入管渠築造工事）
（災復12号北１処理分区外汚水管渠災害復旧工事）
（新渡波地区土地区画整理事業宅地造成（その２）工事）
（牡鹿（小網倉、清水田浜･給分浜・十八成浜・泊浜）
地区防災集団移転宅地造成工事）
（（仮称）石巻第二霊園整備工事）
（湊こども園等複合施設建設工事）
（石巻市総合運動公園造成工事）
（災復13−１号北７処理分区汚水管渠（１工区）災害
復旧工事）
（災復22号蛇田処理分区汚水管渠災害復旧工事）
（新蛇田地区土地区画整理事業宅地造成（その２）工事）
（雄勝（名振・大須）地区防災集団移転宅地造成工事）
（牡鹿（鮫浦・前網浜）地区防災集団移転宅地造成工事）
・指定管理者の指定について
（石巻市かなんパークゴルフ場）
（石巻市道の駅「上品の郷」）
・財産の無償譲渡について（４件）
・業務委託に関する協定の一部を変更する協定の締結
について
（石巻市黄金浜北地区災害公営住宅整備事業）
・業務委託の契約締結について
（防災ラジオ整備事業）
・財産の無償貸付けについて
・財産の無償貸付けの一部変更について

人事案件 （異議がない）

・人権擁護委員候補者を推薦するにつき意見を求める
ことについて

議 会 （原案可決）

・石巻市議会会議規則の一部を改正する規則
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第１回定例会で議決した議案の中から
可決された条例の中から

可決された補正予算のおもな中身は

◆石巻市営住宅管理運営基金条例
○現在整備を進めている復興公営住宅4,500戸が完成した場合、既存の市営住宅を合わせると5,800戸あまりの
市営住宅を管理することとなるが、住宅を適切に維持するための改修工事等を実施する後年度の負担増に
備えるため、基金を設置するもの。

◆石巻市津波避難タワー設置条例
○今後発生が予想される宮城県沖地震等に伴う津波から、高台や津波浸水区域外に迅速に避難できない方々
の生命及び身体の安全を守る避難施設として、石巻市津波避難タワーを設置するため、本条例を制定する
もの。

◆石巻市防犯カメラの設置及び運用に関する条例
○市が公共施設等に設置する防犯カメラについて、設置、管理及び運営に係る必要な事項を定めることによ
り個人の権利権益の保護を図り、安全で安心して暮らせる地域社会の実現に寄与するために、本条例を制
定するもの。

◆石巻市市税条例の一部を改正する条例
○東日本大震災により被災した土地及び家屋に係る固定資産税及び都市計画税については、地方税法の特例
措置により、津波で浸水したと見込まれる地域の土地及び家屋の使用状況や社会資本復旧状況を総合的に
勘案し、毎年度区域の見直しを図り、課税免除を適用してきたが、当該措置は平成26年度で終了となる。
本市の復興・復旧には今後も相当の時間を要し、また、一部区域では使用が制限されている状況等から引
き続き被災された方々の負担の軽減を図るため、平成27年度以降は、本条例第71条第1項第3号の規定を適
用し、個々の土地及び家屋の被害状況に応じて減免を行うこととした。
　　減免の手続は、納税義務者から申請書の提出が必要であるが、納税義務者の便宜と手続の簡素化を図る
ため、職権により減免できるよう、本条例の一部を改正するもの。

　今回の補正予算は、復興まちづくり情報交流館の北上館整備に要する経費のほか、離島航路の維持及び経営
支援に要する経費、路線バスの運行に対する補助金、震災により環境が激変した求職者に対する就労支援に要
する経費、次世代施設園芸コンソーシアムが実施する施設園芸拠点の整備に対する補助金、山下小学校暖房用
ボイラー設備のアスベスト対策工事に要する経費などについて、所要額を措置したもの。
　また、各種事務事業の執行状況等による整理、各種特別会計への繰出金、国庫補助金等の確定に伴う歳入予
算の整理なども併せて行ったもの。
◆総務費では
・民間事業者が運行する離島航路の維持及び経営支
援に要する経費
・路線バスに対する運行費補助金
・北上地区の情報交流館整備に要する経費
◆民生費では
・市内に住所を有する方のうち、他市町村の保育所
へ入所している児童に係る委託費

◆衛生費では
・病院事業会計負担金
◆農林水産業費では
・水産加工団地共同排水処理施設の不明水処理に係
る負担金

◆商工費では
・次世代施設園芸導入加速化支援事業により農業生
産法人が実施する施設園芸拠点の整備に対する補
助金の増額

◆土木費では
・蛇田新橋の架け替えに伴う詳細設計委託料の増額
◆消防費では
・原子力災害時の屋内退避施設で必要となる資機材
及び物資の備蓄に要する経費

◆教育費では
・暖房用ボイラー送風管のアスベスト対策工事に要
する経費
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３
月
４
日
か
ら
６
日
及
び
19
日
の
本
会
議
で
、
予
算
や
条
例
、
補
正
予
算

な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業

建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ

れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

　
　
　
　
結
婚
支
援
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

農
業
従
事
者
の
男
性
と
の
結
婚
を

考
え
る
女
性
を
募
集
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
。

　

ま
た
、
参
加
男
性
に
対
し
身
だ
し
な
み
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
等
の
事
前

講
習
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。　

　
　
　
　
平
成
27
年
度
中
に
設
置
さ
れ
る
予

定
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

中
心
市
街
地
の
犯
罪
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
立
町
近
辺
及

び
小
柳
町
通
り
等
に
７
か
ら
９
台
程
度
必
要

で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
と
い
う
観

点
か
ら
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
た

と
こ
ろ
、
設
置
の
根
拠
を
新
た
な
条
例
に
求

め
る
べ
き
と
の
答
申
が
あ
り
、
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

石
巻
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
に
つい
て

第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願

■
蛇
田
支
所
等
複
合
施
設
早
期
建
設
に

関
す
る
請
願

（
請
願
者
）蛇
田
地
区
行
政
委
員
区
長
会

�

会
長　

黒
須
啓
一

�

蛇
田
公
民
館
利
用
団
体
連
絡
協
議
会

�

会
長　

鹿
又
圭
子

※
こ
の
請
願
は
︑
総
務
企
画
委
員
会
で
審

査
さ
れ
︑
本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
︒

　
　
　
　
平
成
26
年
度
雨
水
利
用
タ
ン
ク
普

及
促
進
事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
目
的
は
、
適

正
な
水
循
環
の
確
保
と
節
水
に
よ

る
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
で
あ
る
が
、
付
加
機

能
と
し
て
、
災
害
時
に
水
が
た
ま
っ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
を
雑
用
水
に
使
え
る
し
、
雨
水
の

有
効
活
用
に
よ
り
タ
ン
ク
の
容
量
が
余
っ
て

い
れ
ば
、
短
時
間
豪
雨
の
緩
和
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。

　

雨
水
利
用
タ
ン
ク
普
及
促
進
事
業
は
、
水

循
環
基
本
法
な
ど
国
の
法
整
備
も
進
ん
で
お

り
、
市
と
し
て
非
常
に
推
進
し
た
い
事
業
で

あ
る
が
、
な
か
な
か
普
及
が
進
ま
ず
苦
慮
し

て
い
る
。
雨
水
の
有
効
利
用
や
水
循
環
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市
報
、
新
聞
等

に
よ
る
周
知
や
販
売
店
へ
の
協
力
依
頼
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
普
及
に
説
得
力

の
あ
る
利
用
者
の
声
を
活
用
し
た
啓
発
を
し

て
い
き
た
い
。

環
境
教
育
委
員
会

雨
水
利
用
タ
ン
ク
普
及
促
進
事
業
に
つい
て

　
　
　
　
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
開
院
時
期

等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

石
巻
赤
十
字
病
院
の
増
築
工
事
が

あ
る
程
度
終
了
し
て
か
ら
の
建
設

と
な
る
た
め
、
開
院
は
来
年
夏
頃
の
予
定
と

な
る
。
建
設
規
模
は
、
延
べ
床
面
積
で
約
７

４
０
・
６
８
平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
お

り
、石
巻
赤
十
字
病
院
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

病
床
や
Ｃ
Ｔ
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
附

属
施
設
を
廃
止
し
、
震
災
前
の
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
に
比
べ
規
模
は
縮
小
と
な
る
。

　
　
　
　
市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
、
国

か
ら
補
助
金
の
増
額
が
な
か
っ
た

場
合
の
規
模
縮
小
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

附
帯
決
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
し
か
し
、
規

模
縮
小
を
行
っ
た
場
合
、
こ
れ
に
連
動
し
た

県
補
助
金
の
減
額
の
ほ
か
設
計
変
更
費
用
の

増
額
、
工
期
の
遅
れ
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま

た
、
石
巻
医
療
圏
の
不
足
病
床
数
解
消
を
は

じ
め
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
提
供
体
制
構
築

の
た
め
市
立
病
院
の
早
期
開
院
を
考
え
た
場

合
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

市
立
病
院
建
設
後
の
病
院
経
営
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

人
口
減
少
に
伴
う
患
者
数
の
減
少

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
立
病
院
は

在
宅
医
療
や
療
養
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
か

ら
、
患
者
数
は
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

診
療
報
酬
は
、
今
ま
で
の
急
性
期
医
療
よ
り

保
健
福
祉
委
員
会

夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つい
て

平
成
27
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に
つい
て

も
下
が
る
が
、
病
床
稼
働
率
を
80
％
位
と
予

想
し
て
お
り
、平
成
30
年
度
の
安
定
期
に
は
、

黒
字
経
営
化
で
き
る
見
通
し
で
あ
り
、
詳
細

な
収
支
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
い
る
開
設
支
援
業
務

の
中
で
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
発
行
に
向
け
た
詳
細
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　

全
て
の
市
民
に
還
元
で
き
る
よ
う

に
１
万
円
の
３
割
増
し
で
６
万

セ
ッ
ト
を
作
成
し
、
原
則
１
世
帯
に
１
セ
ッ

ト
の
販
売
を
考
え
て
い
る
が
、
在
庫
が
出
た

場
合
は
２
セ
ッ
ト
目
に
つ
い
て
も
購
入
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
販
売
に
向
け
た
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
早
期
販
売

を
目
指
し
て
い
る
が
、
販
売
店
の

公
募
や
商
品
券
の
偽
造
防
止
用
特
殊
加
工
な

ど
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
夏
の
販
売

を
目
標
に
作
業
を
進
め
て
い
く
。

産
業
建
設
委
員
会

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つい
て
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■
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
禁
止
し
処
罰
す

る
法
律
の
制
定
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）在
日
本
大
韓
民
国
民
団
宮
城
県
地
方
本
部

�

　

団
長　

田　

炳　

樽

※
全
議
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た
︒

■
地
方
教
育
行
政
法
の
改
正
に
と
も
な
う
教
育
委
員
会
制
度
改

革
に
関
す
る
陳
情

（
提
出
者
）民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

�

　

代
表
者　

太
田　

直
道

※
全
議
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た
︒

議
席
番
号

氏 名
第58号議案

平成27年度石巻市病院
事業会計予算

第83号議案
平成26年度石巻市一般
会計補正予算（第12号）

議会案第1号
石巻市議会会議規則の
一部を改正する規則

1 黒 須 光 男 × × 〇
2 奥 山 浩 幸 〇 × 〇
3 阿 部 利 基 〇 × 〇
4 髙 橋 憲 悦 〇 × 〇
5 楯 石 光 弘 〇 × 〇
6 安 倍 太 郎 ― ― ―
7 阿 部 正 春 〇 × 〇
8 遠 藤 宏 昭 〇 × 〇
9 大 森 秀 一 〇 × 〇
10 木 村 忠 良 〇 × 〇
11 櫻 田 誠 子 〇 〇 〇
12 渡 辺 拓 朗 〇 〇 〇
13 首 藤 博 敏 〇 〇 〇
14 山　口　荘一郎 〇 〇 〇
15 水　澤　冨士江 〇 〇 ×
17 阿 部 正 敏 〇 〇 〇
18 近 藤 　 孝 欠 欠 欠
19 阿 部 久 一 〇 × 〇
20 丹 野 　 清 〇 × 〇
21 森 山 行 輝 〇 × 〇
22 阿　部　欽一郎 〇 × 〇
23 伊 藤 啓 二 〇 〇 〇
24 千 葉 眞 良 〇 〇 ×
25 髙 橋 栄 一 〇 〇 〇
26 青 山 久 栄 〇 〇 〇
27 庄 司 慈 明 〇 〇 ×
28 西 條 正 昭 〇 〇 〇
29 後 藤 兼 位 〇 〇 〇
30 千 田 直 人 〇 ○ ○
賛　　　　成 26 14 24
反　　　　対 1 13 3
欠　　　　席 1 1 1

※○：賛成、×：反対、欠：欠席　　※安倍太郎議員は議長であるため採決には加わりません。

第１回定例会　起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

そ の 他 （原案可決）

・財産の取得について
（（仮称）石巻市営中央一丁目南復興住宅）
（（仮称）石巻市営立町二丁目復興住宅）
（魚体選別機等）
（電動フォークリフト等）
・工事請負の契約締結について
（（仮称）石巻東学校給食センター建設機械設備（その１）工事）
（災復31号東17～26処理分区汚水管渠災害復旧工事）
（新蛇田南第二地区土地区画整理事業宅地造成（その２）工事）
・工事請負契約の一部変更について
（新蛇田地区土地区画整理事業調整池築造工事）
（新蛇田地区汚水管渠築造工事）

第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情

第１回臨時会に提出された議案と審議結果
（平成27年１月28日開催）
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～会派代表質疑～

施政方針をただす施政方針をただす
　第１回定例会の初日、亀山市長による施政方針演説が行われ、この施政方針に対する質疑が、
３月２日と３日の両日、各会派の代表５名により行われました。
　その中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

一
．
市
民
の
暮
ら
し
の
再
生

二
．
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

三
．
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
確
保

四
．
絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り

●
市
民
生
活
の
復
興
に
必
要
な
基
盤

づ
く
り

●
市
民
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
整
備

●
市
民
が
健
康
で
暮
ら
す
た
め
の
施

策
●
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た

め
の
施
策

●
市
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

の
防
災
対
策

●
市
民
の
礎
と
な
る
産
業
の
復
興
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り

●
中
小
企
業
の
再
生
、
復
興

重
点
施
策

主
要
な
施
策

将
来
の
石
巻
市
を
見
据
え
た

「
本
格
復
興
の
年
」

施
政
方
針
要
旨

亀 山 　紘 市長

施政方針に対する質疑通告一覧

阿　部　欽一郎
（ニュー石巻）

１ 「市長の政治姿勢」について
２ 「市民の暮らしの再生」について
３ 「災害に強い街づくり」について
４ 「産業の再生と雇用の確保」について
５ 「絆と協働の共鳴社会づくり」について

千　田　直　人
（石巻復興の会）

１ 市長の基本姿勢・重要政策について
２ 「市民の暮らしの再生」について
３ 「災害に強い街づくり」について
４ 「産業の再生と雇用の確保」について
５ 「絆と協働の共鳴社会づくり」について
６ 財産収支見通しについて

髙　橋　栄　一
（創生会）

１ 市長の政治姿勢について
２ 市民の暮らしの再生について
３ 災害に強い街づくりについて
４ 産業の再生と雇用の確保について
５ 絆と協働の共鳴社会づくりについて

伊　藤　啓　二
（公明会）

１ 市民の暮らしの再生について
２ 災害に強い街づくりについて
３ 産業の再生と雇用の確保について
４ 絆と協働の共鳴社会づくりについて
５ 地方創生について

庄　司　慈　明
（日本共産党石巻市議団）

１ 市長の指導力と政治姿勢について　－ 石巻の独自性を発揮するには －
２ 「市民の暮らしの再生」について　－ 被災４年を迎える市民の心に寄せて －
３ 「災害に強い街づくり」について　－ 最大被災地からの発信 －
４ 「産業の再生と雇用の確保」について　－ 経済は循環している －
５ 「絆と協働の共鳴社会づくり」について　－ 優しさが全ての基本 －



9

施政方針質疑
・
市
民
の
暮
ら
し
の
再
生
に
つ
い
て

問　
①
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
状
況
、
空
き
家
対
策
は
。

　
　
②
住
宅
再
建
支
援
策
の
支
援
内
容
の
拡
充
策
と
は
。

　
　
③
駅
前
周
辺
整
備
事
業
の
見
通
し
は
い
か
に
。

答　
『
被
災
者
の
住
宅
再
建
を
更
に
加
速
化
さ
せ
る
。』

　
　

①
入
居
済
み
及
び
３
月
末
ま
で
に
入
居
開
始
と
な
る
４

３
０
戸
の
う
ち
、
61
戸
が
空
き
家
で
あ
る
。
対
策
と
し
て

は
随
時
入
居
募
集
を
行
い
、
効
率
的
な
運
営
を
図
っ
て
い

く
。

　
　

②
４
月
か
ら
拡
充
す
る
主
な
内
容
は
、
住
宅
の
建
設
ま

た
は
購
入
の
利
子
補
給
補
助
の
上
限
額
を
３
０
０
万
か
ら

４
４
４
万
円
に
、
金
融
機
関
か
ら
住
宅
再
建
資
金
を
借
り

入
れ
な
か
っ
た
場
合
の
取
得
費
用
補
助
の
上
限
額
を
１
５

０
万
か
ら
２
５
０
万
円
と
す
る
。

　
　

ま
た
、
か
さ
上
げ
費
用
補
助
と
補
修
費
用
補
助
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
上
限
額
は
現
行
の
ま
ま
で
、
補
助
率
を
対

象
経
費
の
２
分
の
１
か
ら
１
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
た
。

　
　

③
駅
前
周
辺
に
建
設
予
定
の
（
仮
称
）
さ
さ
え
あ
い
セ

ン
タ
ー
及
び
（
仮
称
）
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
度

の
完
成
を
目
指
す
。

問　
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
が
、
今
年
３
月
31
日
に
、
三

陸
復
興
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
る
が
。

答　

国
立
公
園
と
い
う
知
名
度
を
生
か
し
、
観
光
客
の
誘
客

や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。
編
入
後
に
期
待

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
環
境
省
が
北
上
地
区
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
牡
鹿
地
区
に
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
ほ
か
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

路
線
設
定
な
ど
も
見
込
ま
れ
、
地
域
の
観
光
振
興
を
図
る

上
で
大
き
な
力
に
な
る
。

・
基
本
姿
勢
と
重
要
政
策
に
つ
い
て

問　
①
「
歳
月
人
を
待
た
ず
」
と
表
現
「
復
興
の
加
速
化
に

決
意
新
た
」
と
話
す
。
改
め
て
心
意
を
伺
う
。

　
　
②
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
掲
げ

る
人
口
減
少
と
経
済
縮
小
に
取
り
組
む
。
と
は
、
効
果
的

な
政
策
を
伺
う
。

答　

復
興
の
加
速
化
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
る

　
　

①
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
仮
設
住
宅
の

方
々
を
思
い
、
再
建
加
速
化
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
る
。

　
　

②
「
創
生
総
合
戦
略
」
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
３
割
増

し
６
万
セ
ッ
ト
発
行
し
経
済
効
果
に
期
待
す
る
。

問　
「
七
窪
蛇
田
線
」
は
市
中
心
部
ア
ク
セ
ス
向
上
の
重
要

路
線
、
最
優
先
で
取
り
組
む
事
業
だ
が
、
伺
う
。

答　

用
地
取
得
に
向
け
地
権
者
と
情
報
交
換
等
開
催
し
、
30

年
度
末
の
完
成
を
目
標
に
鋭
意
努
力
す
る
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
「
土
砂
」
と
「
津
波
」
二
種
類
作

成
し
円
滑
迅
速
な
避
難
を
確
保
、
具
体
に
伺
う
。

答　

住
民
の
自
発
的
な
対
応
行
動
が
と
れ
る
よ
う
意
思
疎
通

を
図
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
認
知
に
努
め
る
。

問　
「
観
光
交
流
施
設
」
整
備
し
市
街
地
の
活
性
化
賑
わ
い

創
出
、年
間
百
万
人
来
場
見
込
む
大
事
業
、具
体
に
伺
う
。

答　

運
営
会
社
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
産
業
界
の
出
資
を

募
り
、
代
表
者
も
産
業
界
総
意
で
選
出
す
る
。

問　
複
合
文
化
施
設(

市
民
会
館)

は
文
化
芸
術
復
興
に
欠
か

せ
な
い
。
双
方
向
集
え
る
場
所
が
理
想
、
伺
う
。

答　

28
年
度
以
降
に
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、
出

来
る
限
り
の
早
期
完
成
を
目
指
す
。

問　
震
災
復
興
の
進
捗
状
況
を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

か
伺
う
。

答　

安
全
安
心
対
策
と
し
て
の
防
潮
堤
や
高
盛
土
道
路
の
建

設
、
住
ま
い
の
再
建
と
し
て
の
復
興
住
宅
の
建
設
、
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
新
市
街
地
の
整
備
、
医
療
体

制
の
整
備
、
水
産
業
の
復
興
な
ど
、
未
曽
有
の
被
害
を
受

け
、
最
大
の
被
災
地
と
な
っ
た
本
市
と
し
て
も
確
実
に
復

興
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
て

行
く
上
で
の
財
源
確
保
や
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
課
題
も

多
く
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
取
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
新
市
立
病
院
内
に
「
石
巻
地
域
医
療
教
育
サ
テ
ラ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容

と
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

来
年
夏
頃
に
開
院
す
る
石
巻
市
立
病
院
内
に
設
置
し
、

地
域
医
療
の
総
合
診
療
医
を
目
指
す
学
生
の
５
年
次
の
臨

床
実
習
の
場
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、指
導
医
が
常
駐
し
医
療
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、

診
療
支
援
も
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
医
療
の
質
の
向
上
や

医
師
不
足
の
解
消
等
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

阿
部
欽
一
郎 

議
員

千
田
　
直
人 

議
員

髙
橋
　
栄
一 

議
員

ニ
ュ
ー
石
巻

石
巻
復
興
の
会

創
生
会
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施政方針質疑
・
防
災
集
団
移
転
事
業
に
つ
い
て

問　
新
蛇
田
、
新
渡
波
の
防
災
集
団
移
転
地
へ
、
災
害
危
険

区
域
以
外
の
被
災
者
の
移
転
希
望
も
多
い
こ
と
か
ら
早
期

に
宅
地
区
画
の
提
供
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

答　

新
市
街
地
の
宅
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
災
害
危

険
区
域
以
外
の
市
民
の
方
へ
も
宅
地
提
供
す
る
方
針
で
あ

り
、
本
年
秋
頃
ま
で
に
は
募
集
開
始
を
し
た
い
。

・
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
お
け
る
健
康
問
題
に
つ
い
て

問　
長
引
く
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
よ
り
、
入
居
者
の
呼
吸

器
カ
ビ
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
発
症
数
値
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
。

答　

予
防
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
除
湿
や
換
気
な

ど
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
き
た
。
今
後
は
地
域
生
活

支
援
員
な
ど
と
連
携
し
て
、
カ
ビ
発
生
防
止
と
情
報
収
集

な
ど
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
所
の
待
機
児
童
が
長
年
に

わ
た
り
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

答　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
平
成
27
年
度
か
ら
小
学
校
６
年

生
ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
１
７
６
名
の
待
機
児
童
が
生
じ

る
。
余
裕
教
室
の
改
修
を
行
い
蛇
田
地
区
は
本
年
の
８
月

ま
で
に
、
中
里
・
万
石
浦
・
稲
井
地
区
等
は
２
学
期
中
に

整
備
す
る
。
保
育
所
は
公
立
保
育
所
の
整
備
と
と
も
に
、

民
間
保
育
所
設
置
の
補
助
を
継
続
実
施
し
て
い
く
。

・
地
方
創
生
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
対
策
・
地
域
活
性
化
を
目
指
す
当
市
の
戦
略

に
つ
い
て
。

答　

多
様
な
就
業
機
会
の
創
出
、
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊

か
で
多
様
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
総
合
戦
略
を
平
成
27

年
度
に
策
定
し
て
い
く
。

・
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

問　
６
次
産
業
の
推
進
・
特
産
品
等
の
販
売
促
進
対
策
・
水

産
加
工
業
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
。

答　
「
石
巻
市
６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
商
品
開
発
及
び
販
路
開
拓
等
の
事
業
支
援
を
行

い
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。
水
産
加
工
業
の
雇
用
確
保
が

厳
し
い
状
況
は
認
識
し
て
い
る
。
従
業
員
の
宿
舎
問
題
や

送
迎
等
に
つ
い
て
、
県
が
創
設
し
た
「
県
水
産
加
工
業
人

材
確
保
支
援
事
業
」
の
検
討
を
行
う
。

・
原
発
再
稼
動
と
市
長
の
政
治
姿
勢

　
　
原
子
力
災
害
の
避
難
計
画
を
中
心
に

問　
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
15
万
石
巻
市
民
は
27
の
自

治
体
に
避
難
す
る
と
の
こ
と
。
し
か
も
、
原
子
力
災
害
と

自
然
災
害
と
が
複
合
し
て
発
生
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
た

計
画
を
求
め
て
い
る
。策
定
は
極
め
て
困
難
と
思
え
る
が
、

ど
の
様
に
臨
む
の
か
。

答　

受
入
先
と
の
交
渉
等
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
実
効
性

あ
る
避
難
計
画
を
作
る
事
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　

15
万
市
民
の
避
難
計
画
で
あ
り
、
非
常
に
困
難
な
こ
と

が
多
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
避
難
計
画
の
作
成
者
で
あ
る
石
巻
市
は
、
社
会
的
な
道

義
的
な
、
そ
し
て
法
律
的
な
責
任
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

避
難
計
画
に
従
っ
て
の
避
難
中
に
、
被
曝
し
た
場
合
の
責

任
を
ど
の
様
に
考
え
る
の
か
。

答　

法
律
的
責
任
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
担
当
者
の
苦
労
は
相
当
な
も
の
。
発
災
以
来
の
市
職
員

に
対
す
る
慰
労
の
言
葉
を
述
べ
て
欲
し
い
。

答　

市
職
員
は
40
名
を
超
す
犠
牲
者
を
出
し
、
ま
た
自
ら
が

被
災
す
る
中
で
、
こ
の
4
年
間
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
心
身

共
の
疲
労
の
蓄
積
も
相
当
な
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
懸
命

な
努
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

・
市
民
の
暮
ら
し
の
再
生

　
　
カ
ビ
問
題
・
家
賃
低
減
策
を
中
心
に

問　
低
断
熱
で
高
気
密
の
特
徴
が
あ
る
仮
設
住
宅
で
の
健
康

調
査
で
は
、
空
気
中
を
浮
遊
す
る
カ
ビ
の
胞
子
が
通
常
の

１
６
０
倍
の
値
が
出
て
、
喘
息
患
者
が
通
常
の
2
倍
程
度

と
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

答　

私
自
身
、
10
年
間
ほ
ど
喘
息
発
作
で
苦
し
ん
だ
経
験
も

あ
り
そ
の
大
変
さ
は
よ
く
分
か
る
。
市
に
相
談
に
来
て
欲

し
い
し
、
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
に
努
力
し
た
い
。

議会トピックス

▲意見交換会の様子

　１月28日、宮城県議会大震災復旧・復興
対策調査特別委員会県内調査が実施され、
石巻市議会東日本大震災復興再生特別委
員会と「東日本大震災からの復旧・復興の
進捗状況について」を議題に活発な意見交
換が行われました。
　本委員会からは、県道整備の開始時期の
質疑や建設中の市立病院の財源措置につ
いて要望しました。

宮城県議会との意見交換会

伊
藤
　
啓
二 

議
員

庄
司
　
慈
明 

議
員

公
明
会

日
本
共
産
党
石
巻
市
議
団
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一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

議員18人が登壇

市政を問う!

一 般 質 問 　第１回定例会の一般質問は、３月19日、
20日、23日、24日、25日の５日間行われ
ました。今回は18人の議員が市政全般に
わたり市当局の見解をただしました。そ
の中から、いくつかの質問と答弁の要旨
を紹介します。
　なお、このコーナーは、質問を行った
議員自らが市当局の答弁に基づき、記事
の編集を行っています。

一般質問

①黒須光男
１　流行語から見えてくる世相と市政の現況について
２　土地改良区の統合推進に向けた市の取り組みについ

て
３　人口が急増する蛇田地区の公共施設のあり方及び県

合同庁舎の別館として建設される会議室の利用等に
ついて

②遠藤宏昭
１　市民の声を活かしたまちづくりについて
２　小中学校における今後の課題について

③森山行輝
１　土地改良事業について

④大森秀一
１　駅前周辺整備について
２　複合文化施設について
３　中瀬地区公園整備について
４　排水不良地のポンプ場整備について
５　桃生地区諸課題について

⑤山口荘一郎
１　石巻の針路について
２　石巻市防犯カメラの設置及び運用に関する条例につ

いて

⑥首藤博敏
１　ふるさと納税について
２　各種選挙における投票率の向上等について
３　地域自治システムの推進について

⑦奥山浩幸
１　地方創生時代における市街化調整区域の考え方につ

いて
２　応急仮設住宅の集約化について
３　定員割れの市立幼稚園について

⑧阿部正春
１　防災マリーナについて
２　震災遺構について
３　義務教育中のトップアスリートを目指す子どもたちに

ついて

⑨櫻田誠子
１　被災者支援について
２　職員の確保策について
３　地方創生について

⑩阿部利基
１　人口流出対策と市の将来について
２　市職員の職場環境とこれからの方針について
３　教育環境の整備について

⑪千葉眞良
１　復興祈念公園について
２　湊地区の復旧復興について
３　牧山防災の森（避難の森）づくりについて

⑫水澤冨士江
１　女川原発の現実離れした避難計画と市民の安全につ

いて
２　震災後の学校の現状と課題について
３　市街地再開発について

⑬渡辺拓朗
１　被災者支援と地方創生
　①住宅再建の支援金について
　②仮設住宅の利活用について
　③雄勝石の活用について
　④奨学金について
２　健康維持
　①レセプト活用で医療費削減
　②一次救急救命について

⑭楯石光弘
１　地域の農業振興について
２　本市の運動・スポーツ振興について

⑮後藤兼位
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について
　（1）固定資産税課税減免指定区域の現状と課題について
　（2）防災集団移転促進事業の進捗状況について
　（3）‌�石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）基本構想に

ついて
　（4）仙石線・石巻あゆみの駅整備計画と青葉西地区ま

ちづくりについて

⑯西條正昭
１　少子化や人口減少に対する地方創生の利活用につい

て
２　賑わいの創出について
３　災害に強い街づくりについて

⑰阿部正敏
１　住宅再建について
２　観光政策について
３　雇用対策の取り組みについて

⑱髙橋憲悦
１　亀山市長の失政の原因究明と山積する行政課題の取

組みについて
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一般質問

黒
須
　
光
男
議
員

遠
藤
　
宏
昭
議
員

森
山
　
行
輝
議
員

問　
「
ダ
メ
よ
、
ダ
メ
ダ
メ
」
流
行
語
は
世
相
を
表
わ
す
言

葉
で
す
が
、
現
代
社
会
は
多
く
が
何
事
も
現
状
肯
定
的

で
、
人
口
減
少
で
定
常
的
な
経
済
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
政
治
家
も
役
人
も
解
決
策
を
示
せ
ず
言
い
た
い
事

が
言
え
な
い
環
境
が
さ
ら
な
る
膠
着
状
態
を
招
い
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
16
歳
の
少
女

「
マ
ラ
ラ
さ
ん
」
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。「
私
は
タ
リ
バ
ン
に
撃
た
れ
た
少
女
だ
と
は
思
わ
れ

た
く
な
い
。
教
育
の
た
め
に
戦
っ
た
少
女
だ
と
思
わ
れ
た

い
。
そ
の
た
め
に
私
は
人
生
を
捧
げ
る
つ
も
り
だ
。」
ダ

メ
は
ダ
メ
だ
と
し
て
身
命
を
か
け
て
行
動
し
た
少
女
の
言

葉
は
、
漫
然
と
流
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
に
何
を
な
す
べ
き

か
示
唆
し
て
い
ま
す
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

て
お
り
ま
す
か
。

　
　
次
に
、
市
の
発
注
す
る
入
札
に
お
い
て
、
談
合
疑
念
が

読
み
取
れ
特
定
の
市
長
に
近
い
会
社
の
み
が
特
に
高
い
受

注
で
あ
り
、
改
善
す
べ
き
で
す
。

　
　
次
に
、蛇
田
地
区
の
支
所
及
び
公
民
館
の
建
設
で
す
が
、

震
災
後
人
口
が
急
増
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
文
化
活
動
へ

の
影
響
は
大
で
あ
り
、
地
元
か
ら
の
請
願
も
３
月
９
日
総

務
企
画
委
員
会
で
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
早
期
着
工

を
図
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

答　
「
マ
ラ
ラ
さ
ん
」
の
行
動
は
見
習
う
べ
き
こ
と
が
大
き

い
。
談
合
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
公
平
な
入
札
に
心
が

け
る
。
蛇
田
の
複
合
施
設
の
建
設
に
対
し
て
は
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
協
議
を
深
め
建
設
に
向
け
て
努
力
す
る
。

・
市
民
の
声
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つい
て

問　

昨
年
７
月
７
日
、
石
巻
市
立
病
院
建
設
事
業
費
に
つ
い

て
、
市
議
会
に
お
い
て
「
附
帯
決
議
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
国
の
財
源
手
当
が
無
け
れ
ば
、
地
域
医

療
ど
こ
ろ
か
石
巻
市
の
復
興
全
体
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
う

と
の
危
機
感
を
持
ち
、
市
長
は
政
治
責
任
を
か
け
て
、
市

立
病
院
建
設
財
源
に
つ
い
て
国
費
に
よ
る
財
政
支
援
を
確

保
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
さ
に
議
会
で
は
、
病
院
建
設
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、

石
巻
市
自
体
が
倒
産
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
市
長
は
、
議
会
か
ら
の
「
附
帯
決
議
」
を
ど
こ
ま
で
真

剣
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

　
　
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
の
集
約
化
の
時
期
及
び
方
針
に
つ

い
て
は
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
「
自
立
に
よ
る
退
去
」
に
向

け
た
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
を
市
民
に
し
っ
か
り
と
周

知
し
、
集
約
化
に
向
け
た
方
向
性
を
き
ち
ん
と
示
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
蛇
田
地
区
の
人
口
が
２
万
人
を
突
破
す
る
の
も
目
前
に

迫
り
、
蛇
田
支
所
お
よ
び
蛇
田
公
民
館
の
複
合
施
設
の
早

期
建
設
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
長
は
現

状
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

附
帯
決
議
は
と
て
も
重
い

も
の
で
あ
り
、
気
に
な
っ
て

い
る
。集
約
化
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討

す
る
。
蛇
田
地
区
の
住
民
と

の
対
話
を
重
視
し
、
早
期
整

備
に
向
け
て
努
力
す
る
。

・
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

問　
我
が
国
の
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
一
九
六
五
年
に
73
％

あ
っ
た
も
の
が
、
今
や
38
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
て
、

私
は
大
変
憂
慮
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

食
料
の
優
等
生
と
言
わ
れ
る
「
米
」
を
作
付
し
て
い
る
水

田
等
に
関
し
て
、
多
面
的
な
機
能
の
維
持
、
か
つ
向
上
を

担
っ
て
連
日
活
動
さ
れ
て
い
る
土
地
改
良
事
業
に
つ
い

て
、
当
局
の
御
認
識
を
伺
い
た
い
。

　
　
ま
た
、
日
ご
ろ
雨
水
、
雑
排
水
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
排
水
機
場
に
お
い
て
処
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
政
へ
の
貢
献
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
米
価
の

下
落
や
組
合
員
の
減
少
等
で
将
来
土
地
改
良
区
の
合
併
も

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
の
支
援

体
制
構
築
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

土
地
改
良
事
業
の
目
的
は
、
区
画
整
理
や
農
用
地
の
造

成
、
灌
漑
排
水
等
の
農
業
施
設
の
新
設
・
改
良
等
の
施
行

に
よ
り
、
農
業
農
村
の
発
展
の
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

市
内
土
地
改
良
区
に
よ
る
合
併
に
向
け
た
行
動
に
つ
い

て
は
、
昨
年
12
月
に
「
石
巻
地
域
土
地
改
良
区
統
合
整
備

推
進
研
究
会
」
の
設
立
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
要
望
の
実
現
に
向
け
て
、
県
や
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
と
の
協
議
の
結
果
、
平
成
29
年
3
月
の

合
併
認
可
に
向
け
て
鋭
意
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り

た
い
。

▲本会議場の質問席
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一般質問

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
上
限
額
が
二
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
給
与
所
得
者
に
限
り
簡
素
な
手
続
き
で
行
え
る
よ
う

に
な
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
一
層
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。
石
巻
市
民
に
よ
る
石
巻
市
へ
の
寄
附

も
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

寄
附
者
に
贈
る
ふ
る
さ
と
産
品
を
定
期
的
に
入
替
え
、

魅
力
あ
る
産
品
を
用
意
し
、リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
た
い
。

石
巻
市
民
か
ら
の
寄
附
は
少
な
い
。

・
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
等
に
つ
い
て

問　
期
日
前
投
票
の
利
用
を
促
し
、
選
挙
期
日
当
日
の
投
票

時
間
は
二
時
間
繰
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
若
い
世

代
の
投
票
率
を
ど
う
向
上
さ
せ
る
の
か
。

答　

選
挙
権
年
齢
の
十
八
歳
へ
の
引
き
下
げ
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
高
校
生
を
含
め
た
若
者
へ
の
啓
発
を
図
り

た
い
。
投
票
時
間
の
繰
上
げ
に
つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法

の
問
題
も
あ
り
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

・
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
つ
い
て

問　
地
域
の
自
治
力
を
強
化
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
地
域
自
治
区
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答　

地
域
自
治
区
制
度
の
導
入
で
は
、
恒
久
的
な
地
域
自
治

の
体
制
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
が
、
区
域
設
定
が
難
し
い

こ
と
や
、
区
域
に
よ
り
住
民
自
治
の
成
熟
度
に
偏
り
が
生

じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。

首
藤
　
博
敏
議
員

・「
石
巻
の
針
路
に
つ
い
て
」

問　
集
中
復
興
期
間
の
終
了
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
中
、
震
災

復
興
基
本
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
牡
鹿
半
島
を
横
断
す

る
避
難
道
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。

答　

早
い
段
階
で
整
備
で
き
る
よ
う
要
望
を
続
け
て
い
く
。

問　
地
方
版
総
合
戦
略
立
案
に
あ
た
り
、
企
業
の
取
引
情
報

等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
扱
う
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
の

運
用
が
開
始
さ
れ
る
。
戦
略
に
は
コ
ン
サ
ル
頼
り
で
は
な

く
、
機
密
情
報
を
扱
う
20
人
の
選
定
と
戦
略
・
分
析
チ
ー

ム
の
結
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

コ
ン
サ
ル
は
使
用
す
る
も
の
の
、
数
値
目
標
も
含
め
て

個
々
の
政
策
に
つ
い
て
は
戦
略
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
議

論
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

・「
石
巻
市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例
に
つ
い
て
」

問　
条
例
の
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
た
め
の
意
義

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
だ
け
が

全
面
に
出
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
が
無
い

か
。

答　

目
的
の
条
文
に
は
明
文
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
条
例

設
置
の
目
的
は
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る
犯
罪
抑
止
力
の

向
上
で
あ
る
。

問　
画
像
管
理
、
加
工
禁
止
な
ど
、
運
用
す
る
段
階
で
条
例

改
正
も
柔
軟
に
検
討
す
べ
き
。

答　

運
用
す
る
過
程
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

山
口
荘
一
郎
議
員

問　
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
東
北
薬

科
大
学
と
内
容
を
つ
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

昨
年
度
か
ら
協
議
を
進
め
て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、東
北
薬
科
大
学
は
指
導
医
が
常
駐
し
、

年
間
50
人
ず
つ
教
育
す
る
計
画
で
あ
り
、
文
科
省
へ
の
許

可
申
請
前
に
大
学
側
と
詰
め
て
い
く
。

問　
老
朽
化
が
進
む
桃
生
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

雨
漏
り
や
不
具
合
な
個
所
に
つ
い
て
、
今
後
調
査
を
進

め
関
係
部
署
と
協
議
し
、
早
期
改
善
を
図
る
。

問　
中
瀬
に
設
置
さ
れ
た
立
像「
輝
く
人
」が
解
体
さ
れ
た
。

再
設
置
に
向
け
た
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

中
瀬
地
区
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
公
園
整
備
計
画
策

定
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
植
立
山
公
園
の
松
の
樹
が
松
く
い
虫
に
侵
食
さ
れ
て
い

る
被
害
の
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
年
度
に
被
害
木
約
90
本
を
伐
採
し
、
今
年
度
中
に
残

り
約
３
９
０
本
の
伐
採
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

薬
剤
の
地
上
散
布
と
樹
幹
注
入
に
よ
る
被
害
防
止
に
努
め

て
い
く
。

大
森
　
秀
一
議
員
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一般質問

「
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
」

・
復
興
住
宅
に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
に
２
回
の
抽
選
に
お
い
て
事
前
登
録
決
定
と

な
ら
な
か
っ
た
世
帯
へ
の
次
の
登
録
時
期
と
今
後
の
建
設

は
希
望
の
多
い
地
区
に
配
慮
す
べ
き
で
は
。

答　

市
全
体
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
上
で
、
希
望
の

多
い
地
区
へ
の
建
設
に
取
り
組
み
、
秋
頃
ま
で
に
残
る
世

帯
の
事
前
登
録
決
定
を
完
了
し
た
い
。

問　
防
災
集
団
移
転
地
の
新
市
街
地
へ
の
移
転
対
象
世
帯
が

危
険
区
域
外
に
も
拡
大
さ
れ
分
譲
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
危
険
区
域
外
の
方
も
解
体
し
仮
設
住
宅
入
居
の
方
も

あ
る
。
借
地
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

答　

国
の
方
針
と
し
て
は
、
危
険
区
域
外
は
分
譲
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
危
険
区
域
の
方
が
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
に
転
居
の

際
は
、
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
の
移
転
費
用

の
実
費
払
い
が
対
象
と
な
る
。
危
険
区
域
外
の
方
へ
は
10

万
円
が
支
給
さ
れ
不
公
平
で
あ
る
と
の
声
が
あ
り
改
善
す

べ
き
。

答　

危
険
区
域
の
方
は
は
じ
め
国
の
制
度
の
が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業
を
使
う
が
、自
力
で
転
居
の
世
帯
や
、

転
居
費
用
が
安
価
の
場
合
も
あ
る
。
被
災
し
た
方
が
不
利

益
に
な
ら
な
い
様
に
早
急
に
改
善
に
努
め
る
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
つ
い
て

問　
三
割
増
し
６
万
セ
ッ
ト
の
販
売
は
工
夫
が
必
要
。
な
お

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
後
に
生
か
す
べ
き
で
は
。

答　

高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯
に
も
配
慮
し
て
行
う
。

櫻
田
　
誠
子
議
員

・
防
災
マ
リ
ー
ナ
に
つ
い
て

問　
こ
の
マ
リ
ー
ナ
は
全
て
陸
揚
げ
し
て
置
く
マ
リ
ー
ナ
な

の
か
。

答　

全
て
陸
揚
げ
保
管
を
考
え
て
い
る
。

問　
観
光
面
で
も
重
要
と
思
う
が
係
留
の
で
き
る
マ
リ
ー
ナ

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答　

防
災
マ
リ
ー
ナ
は
、
全
て
陸
揚
げ
保
管
を
基
本
的
に
考

え
て
い
る
。

・
震
災
遺
構
に
つ
い
て

問　
門
脇
小
学
校
に
関
し
て
検
証
委
員
会
の
答
申
で
も
遺
構

と
し
て
残
す
と
の
結
論
だ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
門
小
、

震
災
遺
構
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
う
。

答　

門
脇
地
区
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
意
見

が
分
か
れ
て
お
り
難
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
こ
の
地
区
に
住
ま
わ
れ
る
方
々
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
、
判
断
を
し
て
い
き

た
い
。

問　
大
川
小
学
校
に
お
い
て
も
３
月
20
日
の
協
議
会
で
校
舎

を
保
存
す
る
こ
と
に
ま
と
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
遺
構
と
し

て
ど
の
様
に
思
う
か
伺
い
ま
す
。

答　

ま
だ
、
正
式
に
協
議
会
か
ら
何
も
な
い
の
で
何
と
も
言

え
な
い
。

問　
遺
構
と
し
て
残
す
経
費
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え

れ
ば
二
つ
も
残
す
こ
と
に
は
反
対
。
こ
の
大
川
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
遺
族
が
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
起

こ
し
て
お
り
、
校
舎
を
簡
単
に
撤
去
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
う
が
、
伺
い
ま
す
。

答　

正
式
に
協
議
会
か
ら
何
も
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
。

・
義
務
教
育
中
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
に
つい
て

問　
様
々
な
大
会
に
出
場
し
て
学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
に
対

し
ど
の
様
に
対
処
さ
れ
る
か
伺
う
。

答　

原
則
と
し
て
、
欠
席
。
国
、
県
の
主
催
す
る
大
会
で
、

教
育
上
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
出
席
と
す
る
。

問　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
る
環
境
作
り
が
必
要
で
は

な
い
の
か
。

答　

み
や
ぎ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
に

当
市
の
小
学
生
も
参
加
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で
も
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 阿

部
　
正
春
議
員

・
市
街
化
調
整
区
域
の
考
え
方
に
つ
い
て

�
～
規
制
緩
和
の
必
要
性
～

問　
市
街
化
調
整
区
域
の
現
状
は
、
生
業
と
し
て
い
た
優
良

な
農
地
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
人
た
ち
が
住
ん
で

い
る
が
、人
口
減
少
に
よ
り
限
界
集
落
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
都
市
計
画
法
の
規
制
の
も
と
、
新
た
な
家
を
建

て
る
事
が
で
き
な
い
た
め
、
自
然
環
境
の
維
持
と
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
の
危
険
性
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
。

　
　
震
災
を
機
に
、
安
価
な
土
地
に
家
を
建
て
、
の
ど
か
な

田
園
風
景
の
中
で
土
を
耕
し
、
野
菜
な
ど
を
作
り
な
が
ら

生
活
し
た
い
と
思
い
、
自
立
再
建
を
目
指
し
て
い
る
人
も

い
る
。
市
街
化
調
整
区
域
内
で
、
地
域
の
担
い
手
を
案
じ

て
い
る
方
々
や
、
被
災
者
の
思
い
を
実
現
す
る
に
は
、
安

易
な
農
地
転
用
や
乱
開
発
を
避
け
、
こ
れ
ま
で
の
生
業
や

地
域
の
営
み
な
ど
、
市
の
現
状
に
あ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
市
街
化
調
整
区

域
に
と
っ
て
の
規
制
緩
和
は
、
定
住
人
口
を
確
保
す
る
上

で
必
要
な
施
策
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
都
市
計
画
法
の
改
定
に
よ
り
、
石
巻
市
の
判
断
で
市
街

化
調
整
区
域
内
に
、
一
定
の
要
件
の
も
と
自
己
用
住
宅
の

立
地
を
認
め
る
「
条
例
」
を
制
定
す
る
事
が
で
き
る
当
市

に
と
っ
て
、
自
然
環
境
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
す

る
前
に
、
い
か
に
人
の
繋
が
り
を
取
り
戻
せ
る
か
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
人
口
減
少

の
歯
止
め
策
と
し
て
、
規
制
緩
和
の
必
要
性
を
強
く
訴
え

る
も
の
で
す
が
、
規
制
緩
和
は
、
で

き
る
か
で
き
な
い
か
で
な
く
、
石
巻

市
が
や
る
か
や
ら
な
い
か
な
の
で

す
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

単
な
る
利
便
性
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、
田
園
風
景
の
中
で
の
豊
か

さ
を
求
め
た
住
ま
い
に
向
け
、
こ
れ

か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、

人
口
減
少
社
会
の
中
で
今
後
の
状
況

を
判
断
し
、
市
街
化
調
整
区
域
の
見

直
し
を
し
っ
か
り
精
査
し
て
い
く
。

奥
山
　
浩
幸
議
員

▲石巻市ののどかな風景
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一般質問

阿
部
　
利
基
議
員

千
葉
　
眞
良
議
員

水
澤
冨
士
江
議
員

・
女
川
原
発
の
現
実
離
れ
し
た
避
難
計
画
と
市

民
の
安
全
に
つ
い
て

問　

２
月
に
「
石
巻
市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
」
に
伴

う
意
見
交
換
会
が
あ
っ
た
。
避
難
先
27
市
町
村
か
ら
は
、

「
複
合
災
害
や
大
規
模
災
害
を
想
定
す
る
な
ら
、
他
自
治

体
の
方
々
の
受
入
れ
は
非
常
に
難
し
い
。」
等
の
声
が
あ

り
、
厳
し
い
も
の
だ
。
大
変
な
矛
盾
と
課
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

複
合
災
害
を
踏
ま
え
、
避
難
経
路
や
避
難
方
法
等
多
く

の
課
題
が
あ
る
が
、
解
決
策
を
見
出
し
た
い
。

問　

原
子
力
規
制
庁
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
を
使
わ
な
い
と
い

う
。
被
害
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
、
避
難

指
示
も
出
せ
な
い
。
民
間
版
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
の
導
入
を
。

答　

検
討
す
る
。

・
震
災
後
の
学
校
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問　
就
学
援
助
の
受
給
率
42
％
、
不
登
校
は
中
学
校
で
3.6
％

と
高
い
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
35
人
学
級

の
実
現
を
。

答　

必
要
性
を
感
じ
、
検
討
す
る
。

・
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て

問　
「
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
運
営
の
責
任
の
所
在
を
明
確

に
す
べ
き
。

答　

管
理
運
営
会
社
を
間
も
な
く
設
立
す
る
。

・
湊
地
区
の
復
旧
復
興
に
つ
い
て

問　
産
業
に
つ
い
て
。

答　

石
巻
地
方
卸
売
市
場
の
再
建
と
合
わ
せ
、
背
後
地
の
水

産
加
工
団
地
の
復
旧
を
進
め
る
と
と
も
に
、
湊
西
地
区
の

区
画
整
理
事
業
を
展
開
し
、
水
産
加
工
関
連
業
の
集
積
を

目
指
す
。

問　
住
居
並
び
に
教
育
に
つ
い
て
。

答　

区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
、
街
並
み
を
整
備
し
な
が
ら

住
居
の
再
建
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
再
建
し
た
小
・
中

学
校
の
ほ
か
、
こ
の
４
月
か
ら
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
多
世
代
交
流
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る「
み
な
と
荘
」

に
併
設
す
る
湊
こ
ど
も
園
を
開
設
し
、
住
ま
い
と
合
わ
せ

て
保
育
、
教
育
、
そ
し
て
交
流
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
。

問　
防
災
（
交
番
・
分
団
）
に
つ
い
て
。

答　

治
安
を
守
る
交
番
の
設
置
に
向
け
て
検
討
す
る
こ
と
で

警
察
署
と
協
議
を
し
て
い
る
。
ま
た
第
７
分
団
の
消
防
ポ

ン
プ
置
き
場
は
被
災
し
た
３
つ
の
ポ
ン
プ
場
の
復
旧
場
所

を
決
定
し
て
い
く
。

問　
介
護
（
包
括
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
。

答　

湊
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
は
震
災
に
よ
り
現
在
、
大
橋
三

丁
目
に
仮
事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
が
、
湊
地
域
内
の
設

置
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
早
期
移
転
の
実
現
を
目
指
す
。

問　
医
療
機
関
に
つ
い
て
。

答　

湊
地
区
は
医
療
機
関
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
施
設

購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
市
独
自
の
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
、
区
画
整
理
の
状
況
を
県
と
医
師
会
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
誘
致
に
努
め
て
い
る
。

・
人
口
減
少
対
策
と
石
巻
市
の
将
来
に
つ
い
て

問　
市
政
の
将
来
に
つ
い
て
、
特
に
福
祉
重
視
で
は
財
源
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て

い
る
の
か
？ 

国
の
地
方
創
世
の
流
れ
も
あ
る
。
若
者
の

雇
用
と
収
入
ア
ッ
プ
、
若
手
起
業
家
の
育
成
な
ど
を
し
、

将
来
税
収
の
確
保
に
投
資
し
、集
中
し
、働
い
て
楽
し
い
、

余
暇
を
楽
し
め
る
石
巻
を
政
策
誘
導
し
な
け
れ
ば
、
若
者

の
流
出
は
止
ま
ら
な
い
し
、
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
と
考
え
る
。

答　

雇
用
や
基
盤
整
備
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

・
市
職
員
の
職
場
環
境
と
こ
れ
か
ら
の
方
針
に
つい
て

問　
少
子
化
対
策
チ
ー
ム
な
ど
、
縦
割
り
の
打
破
に
は
意
欲

を
感
じ
る
が
、
今
後
の
課
題
解
決
で
こ
う
い
っ
た
チ
ー
ム

に
よ
る
対
処
は
考
え
て
い
る
か
？
チ
ー
ム
に
入
れ
ば
意
欲

が
上
が
る
し
、
若
い
力
で
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。

答　

課
題
に
よ
っ
て
選
択
し
た
い
。

・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
が
塾
通
い
、
学
校
帰
り
で
遅
い
時
間
に
な
る
場

合
、
駅
前
で
時
間
を
潰
せ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
。仙
石
線
開
通
に
合
わ
せ
て
、駅
前
に
勉
強
ス
ペ
ー

ス
な
ど
の
整
備
を
協
働
し
て
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

具
体
事
例
を
あ
げ
て
の
指
摘
な
の
で
、
前
向
き
に
対
応

し
た
い
。
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一般質問

渡
辺
　
拓
朗
議
員

楯
石
　
光
弘
議
員

後
藤
　
兼
位
議
員

・
固
定
資
産
税
免
除
指
定
区
域
の
現
状
と
課
題

問　
被
災
し
た
土
地
家
屋
の
所
有
者
が
、
代
替
土
地
又
は
家

屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
は
。

答　

被
災
代
替
家
屋
・
住
宅
用
地
を
取
得
し
た
場
合
、
平
成

33
年
３
月
31
日
ま
で
税
額
の
軽
減
特
例
措
置
が
あ
る
。

　
　
（
主
張
）
被
災
者
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
周
知
す
る
工

夫
が
必
要
だ
。

問　
防
集
移
転
団
地
の
宅
地
借
地
料
を
減
額
す
る
等
、
被
災

者
の
自
立
再
建
を
促
進
す
る
新
た
な
施
策
を
打
ち
出
す
べ

き
だ
。

答　

新
年
度
新
た
に
独
自
策
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る

が
自
立
再
建
を
促
す
た
め
に
は
実
効
性
、
有
効
性
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
被
災
者
の
自
立
再
建
を
促
す
こ
と
が
難

し
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
立
再
建
の
誘
導
策
の
一
つ
と
し
て

借
地
料
の
軽
減
策
も
今
後
研
究
検
討
す
る
。

・
石
巻
市
南
浜
地
区
復
興
祈
念
公
園（
仮
称
）に
つ
い
て

問　
多
く
の
市
民
が
集
う
多
目
的
広
場
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

の
整
備
を
実
行
す
べ
き
だ
。

答　

市
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
場
と
し
て
、
各

種
市
民
活
動
の
中
心
と
な
る
多
目
的
広
場
等
の
整
備
を
考

え
て
い
る
。

問　
こ
の
計
画
で
「
伝
承
の
た
め
の
第
一
の
視
点
場
」
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
日
和
山
の
公
園
整
備
を
急
げ
。

答　

避
難
場
所
と
し
て
避
難
道
路
の
整
備
を
含
め
日
和
山
の

公
園
整
備
方
針
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
仙
石
線
石
巻
あ
ゆ
み
の
駅
整
備
と
青
葉
西
地
区
ま
ち
づ
く
り

問　
市
主
導
の
青
葉
西
地
区
新
駅
整
備
と
「
将
来
ま
ち
づ
く

り
案
」
を
描
く
べ
き
だ
。

答　

南
側
に
つ
い
て
も
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
、
先
行
し
て
用
地
の
確
保
公
園
化
を
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
関
係
部
局
に
指
示
し
て
い
る
。

　

い
に
し
え
よ
り
瑞
穂
の
国
と
褒
め
称
え
ら
れ
て
き
た
日
本

は
、
今
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
毎
日
頂
く
ご

飯
、
茶
碗
一
杯
で
20
円
以
下
、
農
家
手
取
り
は
約
10
円
、
こ

れ
で
は
到
底
生
き
て
は
い
け
な
い
。

・
地
域
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
本
市
の
農
業
の
位
置
づ
け
と
そ
の
支
援
対
策
は
。

答　

農
業
は
食
料
の
生
産
の
み
な
ら
ず
国
土
保
全
等
様
々
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
重
要
な
産
業
の

一
つ
と
認
識
、
連
携
し
て
支
援
し
た
い
。

問　
今
年
は
国
際
土
壌
年
。
１
㎝
の
土
が
で
き
る
ま
で
数
百

年
、
１
ｇ
の
土
の
中
に
数
億
の
微
生
物
が
生
き
て
い
る
。

今
こ
そ
有
機
・
米
・
麦
・
豆
の
製
粉
化
等
付
加
価
値
生
産

と
米
を
主
食
と
す
る
和
食
の
新
た
な
る
消
費
拡
大
を
図
る

べ
き
で
は
。

答　

農
業
は
土
づ
く
り
か
ら
の
認
識
の
も
と
堆
肥
利
用
に
よ

る
有
機
農
業
、
地
場
産
品
の
製
粉
化
、
集
落
営
農
組
織
の

法
人
化
を
県
、
農
協
等
連
携
し
支
援
し
て
い
き
た
い
。
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
を
、
運
動
と
し
て
健
康
面
か
ら
も

積
極
的
に
推
進
す
る
。

・
本
市
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問　
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
充
実
し
た
も
の
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
は
「
人
類
共
通
の
文
化
で
あ
る
」
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
が
五
十
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た
。

　
　
子
供
の
体
力
向
上
策
と
支
援
感
謝
、
第
一
回
復
興
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
駐
車
場
不
足
対
応
策
に
つ
い
て
。

答　

講
習
会
等
の
開
催
で
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
駅
等
送
迎

バ
ス
で
対
応
す
る
が
、
今
後
も
検
討
し
た
い
。

・
被
災
者
支
援
と
地
方
創
生

問　

住
宅
再
建
支
援
制
度
（
が
け
地
近
接
含
む
。）
の
補
助

金
の
振
り
込
み
時
期
は
、
建
築
確
認
後
で
あ
る
た
め
住
宅

ロ
ー
ン
の
融
資
判
断
に
有
利
に
働
い
て
い
な
い
。
借
入
額

を
少
な
く
し
融
資
判
断
に
有
利
に
な
る
よ
う
補
助
金
を
市

が
頭
金
と
し
て
金
融
機
関
に
入
金
又
は
申
請
者
に
概
算
払

い
す
る
方
策
に
改
善
す
べ
き
。

答　

頭
金
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
申
請
者
に
有

利
で
あ
る
。
金
融
機
関
と
意
見
交
換
し
て
目
的
を
達
成
し

た
い
。

問　
雄
勝
石
を
防
波
堤
や
建
築
復
興
事
業
の
一
部
装
飾
に
活

用
す
べ
き
。

答　

防
波
堤
へ
の
活
用
は
施
設
管
理
者
と
協
議
す
る
。ま
た
、

街
づ
く
り
計
画
の
中
で
効
果
的
に
使
用
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。

問　
市
奨
学
金
制
度
に
返
済
減
免
支
援
を
も
う
け
る
た
め
軸

と
な
る
産
業
を
決
め
る
な
ど
定
住
促
進
に
向
け
戦
略
的
奨

学
金
制
度
に
す
べ
き
。

答　

定
住
策
と
し
て
良
い
制
度
な
の
で
し
っ
か
り
取
り
組
み

た
い
。

・
健
康
維
持

問　
診
療
報
酬
明
細
書
の
活
用
し
て
、
効
果
的
保
健
指
導
で

医
療
費
削
減
に
つ
な
げ
て
は
。

答　

今
年
の
夏
ま
で
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
し
て
策
定
し

医
療
費
削
減
に
つ
な
げ
た
い
。
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一般質問

阿
部
　
正
敏
議
員

髙
橋
　
憲
悦
議
員

西
條
　
正
昭 

議
員

・
生
活
安
定
と
人
口
定
住
化
の
た
め
の
働
く
場
所
の
確
保
に
つい
て

問　
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
れ
ば
生
活
が
安
定
し
、
人
口
の

定
住
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
働
く
場
所
の
確
保
が
急

務
で
あ
る
。「
石
巻
工
業
港
」・「
石
巻
魚
市
場
」
等
を
ど
の

様
に
活
用
し
て
行
く
の
か
、
背
後
地
の
企
業
誘
致
と
併
せ

て
伺
う
。
ま
た
、
一
次
産
業
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
も

伺
う
。

答　

背
後
地
「
釜
・
大
街
道
地
区
」
は
「
製
造
業
」「
運
送
業
」・

「
倉
庫
業
」
等
の
集
積
を
図
っ
て
行
く
。「
一
次
産
業
の

活
性
化
対
策
」
は
「
６
次
産
業
化
」
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
定
的
な
所
得
の
創
出
と
雇
用
の
確
保
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

・
に
ぎ
わ
い
の
創
設
に
つ
い
て
伺
う

問　
①
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
②
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
石
巻
市
が
名
乗
り
を

あ
げ
る
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

　
　

③
石
巻
魚
市
場
を
活
用
し
た
日
曜
朝
市
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

震
災
以
降
、
観
光
や
物
産
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
様
々

な
復
興
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
や
大
会
等
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

く
。

・
土
砂
く
ず
れ
等
危
険
地
域
の
整
備
に
つ
い
て

問　
石
巻
市
の
沿
岸
部
は
リ
ア
ス
式
海
岸
特
有
の
地
形
で
あ

り
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
が
多
く
あ
る
。
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
早
急
に
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

答　

牡
鹿
地
区
・
県
道
石
巻
鮎
川
線
は
山
側
へ
ル
ー
ト
を
変

更
す
る
復
興
道
路
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
河
北
・
北
上
地

区
は
北
上
川
の
両
岸
堤
が
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
る
。
国
・
県
道
を
含
め
た
代
替
機
能
を
有
す
る
道

路
整
備
が
必
要
と
考
え
、
現
在
検
討
を
し
て
い
る
。
雄
勝

地
区
は
県
道
石
巻
・
雄
勝
線
を
県
が
拡
幅
整
備
し
て
い
る
。

完
成
時
に
は
大
型
車
の
通
行
も
容
易
と
な
り
、
避
難
路
と

し
て
利
用
が
向
上
す
る
。

問　
自
宅
再
建
に
つ
い
て
思
っ
た
以
上
に
再
建
さ
れ
る
方
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

利
子
補
給
の
上
限
を
３
０
０
万
円
か
ら
４
４
４
万
円

に
、
取
得
補
助
に
つ
い
て
は
、
１
５
０
万
円
か
ら
２
５
０

万
円
に
引
き
上
げ
た
。

問　
自
宅
再
建
を
目
指
す
動
機
づ
け
の
た
め
に
も
一
律
５
０

０
万
円
程
度
に
し
て
は
。

答　

今
制
度
を
拡
充
し
た
ば
か
り
な
の
で
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
す
る
。

問　
住
宅
ロ
ー
ン
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

５
年
間
の
利
子
補
給
上
限
50
万
円
が
県
の
制
度
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
二
重
債
務
問
題
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て

は
各
種
相
談
の
中
で
周
知
に
努
め
る
。

問　

女
川
町
で
は
独
自
に
利
子
補
給
上
限
50
万
円
を
創
設

し
、
県
と
合
わ
せ
て
１
０
０
万
円
が
補
助
さ
れ
て
い
る
の

で
石
巻
市
で
の
独
自
補
助
制
度
を
創
設
し
て
は
。

答　

検
討
す
る
。

問　
観
光
施
設
整
備
の
復
旧
状
況
と
新
た
な
観
光
施
設
に
つ

い
て
。

答　

全
壊
し
た
施
設
の
内
、
金
華
山
休
憩
所
に
つ
い
て
は
27

年
度
中
の
着
工
、
完
成
を
予
定
、
新
た
な
観
光
施
設
に
つ

い
て
は
中
心
部
の
観
光
交
流
施
設
、
雄
勝
、
牡
鹿
の
拠
点

整
備
、
北
上
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
連
動
し
た
物

販
施
設
整
備
を
検
討
。

問　
宿
泊
型
交
流
人
口
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

教
育
旅
行
の
推
進
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
関
係
者
と
協

議
す
る
。

問　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

国
・
県
や
観
光
協
会
と
連
携
し
震
災
以
降
学
び
の
ガ
イ

ド
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
、
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
教
育
旅
行
へ
の
展
開
や

外
国
人
旅
行
客
へ
の
対
応
に
生
か
し
て
い
く
。

問　
庁
内
に
観
光
資
源
開
発
及
び
Ｐ
Ｒ
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
創
設
し
て
は
。

答　

食
彩
・
感
動
・
い
し
の
ま
き
観
光
推
進
協
議
会
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
必
要
に
応
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
検
討
す
る
。

・
亀
山
市
長
の
失
政
の
原
因
究
明
と
山
積
す
る

行
政
課
題
の
取
組
に
つ
い
て

問　
①
合
併
か
ら
10
年
、
市
長
就
任
か
ら
６
年
、
大
震
災
か

ら
４
年
が
経
過
し
た
。
多
く
の
市
民
が
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
市
民
と
向
き
合
い
、
心
を
通
わ
せ
る
市
政
を
運
営
し

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
。

　
　
②
市
長
の
言
動
に
は
「
責
任
」
を
伴
う
が
、言
動
の
「
責

任
の
重
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
③
施
策
決
定
は
、
慎
重
審
議
を
行
わ
な
い
独
裁
的
な
市

政
運
営
で
、
つ
ま
ず
き
や
エ
ラ
ー
が
発
生
。
財
源
の
枯
渇

化
な
ど
大
問
題
と
な
る
前
に
再
点
検
を
。

　
　
④
財
政
難
、
人
口
流
出
、
少
子
高
齢
化
、
旧
６
町
と
の

地
域
格
差
、
遍
在
す
る
大
型
事
業
、
市
役
所
組
織
機
能
低

下
等
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
。

　
　
⑤
「
大
川
小
学
校
問
題
の
取
組
」
と
「
が
れ
き
処
理
不

正
請
求
事
件
の
対
応
」
に
つ
い
て
。

答　

復
興
は
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
仮
設
住
宅
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
不
自
由
な
生
活
で
、
大
変
な
負
担
を
か

け
て
い
る
。
直
接
市
民
と
向
き
合
い
、
心
を
通
わ
せ
る
こ

と
が
市
政
運
営
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
長

と
し
て
責
任
、
そ
の
重
さ
を
常
に
意
識
し
て
誠
心
誠
意
、

市
政
運
営
を
行
う
。
大
川
小
学
校
問
題
は
、
御
遺
族
の
意

に
寄
り
添
い
、
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
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市政を知るために
議会を傍聴してみませんか？
　本市議会の様子は、議会開会中、どなた
でも傍聴することができます。ぜひ、お気
軽にお越しください。
　車いすや団体での傍聴を希望する場合
は、事前に議会事務局までご連絡ください。
　本会議の開議時刻は、原則初日は午後１
時、２日目以降は午前１０時となっており
ますが、議会運営上時刻が変更になること
がございます。
　ご不明な点等がございましたら、議会事
務局へお問合せください。

市議会ホームページ

　石巻市のホームページ内に開設しています。議
会に関する様々な情報を掲載しています。
　議会の日程や「いしのまき市議会だより」で取
上げた内容等についても詳しくご覧いただくこと
ができます。

　定例会や各委員会の会議録も
検索できます。

　http://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0100/index.html
へアクセスしてください。

石巻市議会　　　　　 検 索

ぜひご覧ください！

石巻市議会豆知識

Ｑ　政務活動費って何？
Ａ　議員の調査研究活動に必要な経費の
一部を助成するもので、石巻市では会
派に対し、一人あたり月額３万円を交
付しています。
　　交付を受けた会派代表者は、収支報
告書に領収書等を添えて、議長に提出
することとなっています。

議会録画映像の視聴

　東日本大震災で中断しておりまし
たが、定例会の一般質問や臨時会の
緊急質問の様子の録画映像を公開し
ています。
　視聴は、上記リンクよ
りご覧ください。

http://www.gikai-city-ishinomaki.jp/

石巻市議会「第17回議場コンサート」
　市議会では、市民の皆様に、議会活動への理解を深めていただくために、議場コンサー
トを開催いたします。

※�当日は、午後１時から、第２回定例会本会議
が行われる予定ですので、この機会に併せて
ぜひ傍聴してください。

　問合せ先　議会事務局（95−5080）

と　き	 ６月８日（月）第２回定例会初日
	 午後０時20分～午後０時40分
ところ	 石巻市議会議場（市役所６階）
出演者	 瑞穂　あけみ（民謡歌手）
入場料	 無料
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　いつも「議会だより」を最後まで読んでいた
だき、ありがとうございます。市民のみなさんに、
正確でより身近な議会活動をお届けするために、
紙面づくりには議員自らが携わっています。一
般質問などは、各議員がそれぞれに工夫をして
構成しています。
　これからも議会から積極的に情報発信を行な
い、それと並行してアンテナを高く掲げて市民
の考え・意見を拾い上げ、それらが市政へ反映
されるようにしっかりと発言していく所存です。
　平成27年度一般会計予算も2,500億円を超える
大規模なものになっています。国からの「東日
本大震災復興交付金」や「震災復興特別交付税」
などの支援によるものです。
　我々議員は、復興に向けて前進する「石巻市」
の姿を日本全国へ示し、感謝の意を表すために
も、気を引き締めてお金の使い道をチェックし
なければいけません。市民からの負託に応え、
声なき声をまちづくりに活かすためにも、自覚
と責任を持って議会活動に取り組みます。
　市民のみなさん、ともに笑顔がはじける石巻
市をつくりましょう。
� 広報広聴委員　遠藤　宏昭

編 集 後 記
表紙から

　２月26日、石巻市立北村保育所のぞう組（年長）
が、おわかれ遠足で市役所を訪れました。
　その中で、６階にある議場を見学し、議席に座
り実際にマイクを使いいろいろな質問をしてくれ
ました。
　質問をする際に自分の姿がモニターに映し出さ
れると、歓声を上げ大変よろこんでいる様子でし
た。

議会の動き
２月
６日　議会運営委員会
９日　高知県議会行政視察来石
	 岩手県陸前高田市議会行政視察来石
17日　産業建設委員会
18日　議会運営委員会
	 まちづくり促進特別委員会
20日　総合防災対策特別委員会
23日　市議会第１回定例会開会（～３月25日まで）
	 本会議（施政方針演説）
27日　議会運営委員会

３月
２日　本会議（施政方針に対する質疑 ）
３日　本会議（施政方針に対する質疑 ）
	 まちづくり促進特別委員会
４日　本会議（条例案等審議）
５日　本会議（当初予算案審議）
６日　本会議（追加議案審議）
９日　総務企画委員会
10日　環境教育委員会
11日　東日本大震災石巻市追悼式
12日　保健福祉委員会
13日　産業建設委員会
18日　議会運営委員会
	 広報広聴委員会

19日　本会議（一般質問）
	 産業建設委員会
20日　本会議（一般質問）
	 総務企画委員会
22日　環境教育委員会
	 保健福祉委員会
23日　本会議（一般質問）
24日　本会議（一般質問）
	 東日本大震災復興再生特別委員会
	 総務企画委員会
25日　本会議
	 （一般質問、委員長報告、追加議案審議、

閉会）

４月
９日　東北市議会議長会定期総会
13日　宮城県議会と沿岸15市町議会議長との意

見交換会
15日　東日本大震災復興再生特別委員会
22日　岩手県久慈市議会行政視察来石
23日　北海道湧別町議会行政視察来石
24日　宮城県議会スポーツ振興調査特別委員会

視察来石
	 保健福祉委員会
27日　まちづくり促進特別委員会
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第２回定例会（６月８日開会予定）から 
インターネットで本会議や委員会の 
映 像 が ＬＩＶＥ 中 継（ 生 中 継 ）で 
視聴できます！

ＤＡＴＡ 市総人口：149,248人【男：72,505人 / 女：76,743人 / 世帯数：59,952世帯（平成27年3月31日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所

　また、平成26年第１回定例会からの一般質問等の録画中継も
配信しておりますので、どうぞご覧ください。

日　　程 時　　間 内　　　　　容

６月　８日（月） 午後１時～ 本会議（開会、提案理由説明）

６月　９日（火） 午前１０時～ 本会議（条例案、予算案等審議）

６月１１日（木） 午前１０時～（予定） 総務企画委員会

〃 午後１時３０分～（予定） 環境教育委員会

６月１２日（金） 午前１０時～（予定） 保健福祉委員会

〃 午後１時３０分～（予定） 産業建設委員会

６月１８日（木） 午前１０時～ 本会議（一般質問）

６月１９日（金） 午前１０時～ 本会議（一般質問）

６月２２日（月） 午前１０時～ 本会議（一般質問）

６月２３日（火） 午前１０時～ 本会議（一般質問）

６月２４日（水） 午前１０時～ 本会議（一般質問、委員長報告、追加議案審議、閉会）

第２回定例会のLIVE中継（生中継）の配信予定は次のとおりです。

インターネット中継の視聴の仕方は、市議会
ホームページの
「LIVE中継（生中継）の視聴について」
� をご覧ください。


